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Performance Evaluation of Congestion-based Congestion Control over Satellite 

Networks 

 

成 果 の 概 要 

【背景】 

2016 年 9 月 Neal Cardwell（Google）らによって、輻輳に基づく輻輳制御方式

BBR（Bottleneck Bandwidth and RTT）[1]が発表された。BBR はスループットを

最大化し、待ち行列遅延時間を最小化する新しい輻輳制御方法である。しかし、

BBRは、有線ネットワークや、セルラーネットワークなどの一般的な無線ネッ

トワークを想定し設計されおり、衛星ネットワークなどの耐災害ネットワーク

における性能はあまり知られていない。 

【目的】 

本研究では、耐災害ネットワークである衛星ネットワークにおける BBR の性能

（スループットと待ち行列遅延時間）を明らかにし、その性能改善の手がかり

を探る。 

【方法】 

ネットワークエミュレータ[2]によって、衛星ネットワークにおける BBR の性

能を、実機実験により明らかにする。 
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【成果】 

衛星ネットワークにおいて

複数のフロー（ここでは 5フ

ロー）に対して、BBRを適用

すると、安定的な高いスルー

プットを示すものの、図 1か

らも分かるように，遅延の分

散が大きくなり，1 秒以上の

遅延時間となるときがある

ことが分かった。     図 1: 衛星ネットワークにおける BBR の遅延時間 
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